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平成 29 年３月期第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績動向を踏まえ、平成 28 年５月 12 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたので、お知らせいたします。 

記 
 
１．業績予想の修正 

平成 29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

 １株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想   （Ａ） 387,000 18,500 18,500 11,000 8.95

今回修正予想   （Ｂ） 376,000 21,000 20,000 42,000 33.95

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △11,000 2,500 1,500 31,000 －

増  減  率   （％） △2.8 13.5 8.1 281.8 －

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 28 年３月期第２四半期） 

415,152 25,255 26,396 15,802 12.86

 

平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に

帰属する当期

純利益 

 １株当たり 

 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想   （Ａ） 824,000 62,000 62,000 38,000 30.93

今回修正予想   （Ｂ） 805,000 62,000 57,000 52,000 41.68

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △19,000 － △5,000 14,000 －

増  減  率   （％） △2.3 － △8.1 36.8 －

（ご参考）前期実績 
（平成 28 年３月期） 

835,359 60,433 60,225 36,404 29.63

 

平成 29 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正(平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
 １株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想   （Ａ） 150,000 10,500 7,000 5.66

今回修正予想   （Ｂ） 141,000 16,500 51,000 40.95

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △9,000 6,000 44,000 －

増  減  率   （％） △6.0 57.1 628.6 －

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 28 年３月期第２四半期） 

149,133 16,176 12,206 9.88

 



   

平成 29 年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益

 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想   （Ａ） 316,000 28,000 17,000 13.76

今回修正予想   （Ｂ） 302,000 33,000 54,000 42.98

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △14,000 5,000 37,000 －

増  減  率   （％） △4.4 17.9 217.6 －

（ご参考）前期実績 
（平成 28 年３月期） 

300,642 36,214 26,326 21.30

 

２．業績予想修正の理由 

 （連結） 

平成 29 年３月期第２四半期累計期間の業績については、次の理由から前回予想との差異を見込んで

おります。 

売上高については、国内セメント販売数量減の影響等により前回予想を下回る見込みです。 

営業利益、経常利益については、国内セメント販売数量減の影響を受ける一方で、製造原価低減等に

より前回予想を上回る見込みです。 

親会社株主に帰属する四半期純利益については、株式会社デイ・シイの完全子会社化に伴い、負のの

れんが発生すること及び雙龍洋灰工業株式会社（以下「雙龍社」）の株式譲渡に伴い、過年度に評価損

を計上した株式を譲渡したことを反映し、期末に存在する税務上の一時差異等に係る繰延税金資産の回

収可能性について見直しを行った結果、将来回収可能と見込まれる部分について繰延税金資産を計上す

ること等により前回予想を上回る見通しとなりました。 

平成 29 年３月期通期連結業績については、次の理由から前回予想との差異を見込んでおります。 

売上高については、国内セメント販売数量減等の影響により前回予想を下回る見込みです。 

営業利益については、国内セメント販売数量減の影響を受ける一方で、製造原価低減等により当初計

画どおり推移する見込みです。 

経常利益については、持分法投資損益が悪化すること等により前回予想を下回る見込みです。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、平成 29 年３月期第２四半期累計期間の業績と同様の

理由によります。 

 

 （個別） 

平成 29 年３月期第２四半期累計期間及び平成 29 年３月期通期業績予想の業績につきましては、次の

理由から前回予想との差異を見込んでおります。 

売上高につきましては、国内セメント販売数量減の影響等により前回予想を下回る見込みです。 

経常利益につきましては、国内セメント販売数量減の影響を受ける一方で、製造原価低減の影響及び

雙龍社の株式譲渡に伴う貸倒引当金戻入額を計上すること等により前回予想を上回る見込みです。 

四半期純利益、当期純利益につきましては、雙龍社の株式譲渡による投資有価証券売却益及びそれに

伴い、繰延税金資産を計上すること等により前回予想を上回る見通しとなりました。 

 

※上記に記載した予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は、経済情勢、市場需要、原燃料価格、為替レート等様々な要因により

大きく異なる可能性があります。 

以 上 


